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令和７年度 児童生徒指導に関する取組 

 

１ 児童生徒指導上の主な実態 

（１） 問題行動等調査から 

・ 「児童生徒は，時と場に応じたあいさつをしている。」の設問では，全体の肯定的割合が 90％

以上である。しかし，学校への訪問者や保護者の方,地域の方に率先して明るい挨拶をする意識は

薄く，さらに向上させる必要がある。 

・ 「きまりやマナーを守って生活している。」の設問では，全体の肯定的割合が 95％以上であ

る。全体的には，生活目標を意識して生活している様子はあるが，廊下の歩行や登下校中の様子

は，学年差が見られる。 

（２） 国・県・市の児童生徒質問紙・学校質問紙などから 

・ 放課後，ゲームをしたり，端末で動画を視聴したりする時間については，個人差が大きい。 

・ 高学年になると，約半数の児童が自分の端末やスマートフォンを持っており，家庭で明確な使用

上のルールを設定していない児童もいる。 

（３） 学校生活の状況から 

・ 自分から進んで挨拶をしようとする意識はあるが，学校への訪問者や保護者の方への挨拶は，実

践が十分に伴っている状況とまでは言えず，指示されてから挨拶をするなど，課題が見られる。 

・ 様々な教育活動の場面において，児童一人一人が自分の役割を自覚し，目標を達成するために一

生懸命，意欲的に取り組む姿が見られる。 

・ 学年関係なく仲よく関わり合える児童は多いが，相手の立場を考えたり，時と場に応じた言動を

とったりすることに課題がある児童もいる。 

 

２ 今年度の重点目標 

集団生活の中できまりやマナーを守り，他を思いやる豊かな心をもち，自己肯定感を高めながら，主体

的に行動できる児童の育成 

 

３ 今年度の取組（「第２次宇都宮市学校教育推進計画後期計画」に関する取組は文頭に★，「令和７年度学

校経営計画重点目標」に関する取組は文頭に□，不登校対策における取組のうち重点は文頭

に○） 

（１）自ら律する力（規範意識・人権・生活習慣と健康保持）の育成 

★□  児童一人一人に，あたたかな笑顔と気持ちのよい挨拶で心を通わすことの喜びを味わわせ，明るい

挨拶を率先して行おうとする態度を育てるために，年２回の「校内あいさつ強化週間」を計画する。

取組内容は児童の状況を踏まえて，運営委員会で話し合い，決定する。 

★□  きまりやマナーを守り，主体的に行動しようとする規範意識が身に付くよう，ルールや約束等の意

義を指導するとともに，児童が組織する運営委員会が自分たちの生活の実態に合わせた生活目標を

設定し，帰りの会で振り返りを行うことで，基本的生活習慣の定着を図る。 

★□  週に１回「宮っ子の誓い」を全校生で唱和して，規範意識や人権尊重の意識の醸成，たくましさの

涵養を図る。 

★□  「行動ふりかえりシート」を基に，自分の行動を振り返るとともに，発達段階における目指す姿を

確認し，自ら規律ある生活を実践する態度を育成する。（４月，９月，２月） 

  



（２）豊かな心や望ましい人間関係の育成 

★□〇 主に特別活動において一人一役の割り当てをし，児童が活躍できる場や機会を設定することで，自

信や自己有用感を高め，自己実現力を育成する。 

★□〇 学校生活における道徳教育及びその要となる「道徳科」のつながりを工夫する取組を進め，自立し

た人間として他者と共によりよく生きるための基盤となる道徳性を養う。 

★□〇 集団的な問題解決活動や，児童相互の認め合い，高め合いが実現できる場の設定，他者と関わる多

様な交流活動や体験活動の実践を通して，一人一人のよさが生きる自治的な集団・学級づくりの充実

を図る。  

★□  読み聞かせや家族読書，校内読書月間などの読書活動の推進や活性化をはじめ，芸術・文化作品の

鑑賞及び伝統文化体験等の機会を通して，豊かな感性や豊かな心を育む。 

★□〇 ｢いじめ防止基本方針｣にしたがっていじめの未然防止に努めるとともに，「いじめ」の早期発見・

早期解決に努める。また，Ｑ－Ｕの結果を学級経営に生かすとともに，教育相談（年３回実施）や学

校生活についてのアンケート（年２回実施）の結果をケース会議等で共有する等，多角的・多面的に

児童理解を深め，早期の段階からの組織的・計画的な支援を推進する。 

★□〇  道徳科の授業や児童主体のいじめゼロ集会等を通して，児童自らがいじめについて考え，意見を

交わし，いじめと向き合うことにより，生命や人権を尊重し，「いじめをしない」「いじめに負けない」

「いじめを許さない」という意識の高揚を図るとともに，思いやりや規範意識の醸成を図る。  

★□〇 特別な支援を要する児童については，特別支援コーディネーターやＳＣＭを中心に組織的・計画的

に支援を行い，かがやきルームと効果的に連携したり，児童の状況に合わせて別室登校支援を行った

り，１人１台端末を有効活用したりする等，一人一人の状況に応じたきめ細やかな支援体制の充実に

努める。 

★〇  いじめ・不登校対策の充実を図るため，「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善を

進め，魅力あふれる学校づくりを推進する。 

★□  インターネットに起因するいじめやトラブルの未然防止に向け，発達段階に合わせた体系的・継続

的な指導を行うとともに，「スマホ・ケータイ宮っ子ルール共同宣言Ｖer.２」を活用して家庭の協力

を得ながら，児童が主体的に判断して適切にインターネットが使用できるよう，周知啓発を図る。 

★   義務教育９年間を見通した上で，教育活動を見直し・改善を図り，一貫性のある宮っ子心の教育の

充実に努める。 

★□〇 児童指導に係る全教職員参加の校内研修の機会を確保し，児童指導を適切に行う資質や能力の向

上を図る。 

★□〇 全教職員による児童の状況を共通理解する場を計画的に設定したり，報告・連絡・相談の徹底を図

ったりすることにより，児童一人一人を丁寧に理解し，組織的に児童指導に関わる指導・支援体制を

構築する。 

 

（３）家庭・地域・関係機関との連携 

★□〇 「幼児期の終わりまでに育ってほしい１０の姿」を幼保の教職員と共有し，相互理解の深化を図

る。 

★□  地域学校園の小中合同あいさつ運動の実施や地域協議会主催のあいさつ標語コンクールへの参加

を通して，家庭・地域と一体となり挨拶への意識を高める。 

★□〇 人との関わりに関する内容項目の道徳の授業を，授業参観で一斉に公開し，人権教育の理念につい

ての啓発を図る。 

★□〇 いじめ防止に関する取組や実態調査，アンケート結果などを，各種たより，学校 HP，学級懇談会

資料等で積極的に公開し，児童の健全育成について保護者の理解と協力を得るようにする。 


